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のと思われた． 7日例の HSP47陽性反応は 4日
例より更に増強を認め，また，血管内皮細胞も陽
性反応が増強したことから，充血による血管内皮
細胞の損傷も推測された．14日例では，他の実験
群と比較して最も強い陽性反応が認められた．
　実験 2）外傷性咬合除去 3日例の歯槽骨表面に
は HSP47陽性を示す細胞が整然と配列しており，
負荷 4日例における組織学的所見と類似した． 6
日例でも 3日例と比較して陽性反応は増強傾向を
示し，線維芽細胞における HSP47発現は咬合負
担過重の解除後も続いたと推測された．10日例は
6日例より著しく陽性反応を示す細胞が減少して
おり，HSP47の発現が緩和される状態が推察さ
れた．30日例では陽性反応を示す細胞は散在し，
対照群と同様の所見を示したことから，歯根膜組
織は平衡状態に推移したことが示唆された．
【結論】
　歯根膜線維芽細胞が担う咬合性外傷部における
コラーゲン線維損傷へ対する応答と外傷性咬合に
伴う過重負荷の解除後に生じる歯根膜組織修復過
程における HSP47の機能的役割の一端が示され
た．
